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日本海事史学会は、海事一般に関する歴史・法律・民俗・水産・考古・船舶・航海・海運など、海事史だけにとどまらず
ひろく海の人文学、社会科学等あらゆる分野に関心を持つ学界や在野の研究者の方々の交流をはかる総合研究の“場”です。

ご入会随時受付中

メール： kaijishi.info@gmail.com

【主な活動】専門学術誌『海事史研究』の発行（年1回）／総会（年1回）・例会（8月と総会開催月を除く年10回） など

日本海事史学会 第7回 Web例会

●会員は申込不要。ご案内をメールでお送りします。
　メールが届いていない方は、右の申込先までお問合せください。

●非会員の方は、メールでお申し込みください。
　※希望者多数の場合は抽選とさせていただきます。
　お申込みいただいた方には4月21日（水）までにご連絡いたします。

■申込〆切：2021年4月20日（火）正午（12:00）
■申込先：ofune@babit.info 大野康世
メールの件名を「日本海事史学会Web例会申し込み（非会員）」
として、本文にはお名前をお書きください。

16世紀末～17世紀初頭の
スペインとポルトガルにおける
船殻の設計と建造 ■ 講師：山田 義裕

スペイン・バスクで建造中のサン・フアン号のレプリカ

1616年 ポルトガルのマノエル・フェルナンデスの
「船大工用絵図の書」より

■ 山田 義裕（やまだ よしひろ）　日本海事史学会会員

［今後の開催予定日：5月22日（土）・6月26日（土）］

2021年4月24日（土）14:00～16:00
Zoomにて開催（ルームオープン 13:30） 参加費無料

1968年現在の日本製鉄に入社。海外への技術、機器、製品の輸出を中心とした業務に就く。
スペイン、ブラジル、メキシコに滞在。1973年に当会に入会。海外では「国際海事技術史会議」参加メンバー。

16-17世紀のスペインとポルトガルの造船史と航海術史が主たる関心分野。

掲題の両国における造船が
最も活発な時代に、
船殻が実際にどのように設計され、
建造されたかが
出来るだけ具体的に思い浮ぶように
当時の文献に基づいて
紹介したいと思います。


